


















付け刃ですが他の宗教や同じ仏教でも東南アジアや中国や他の地域でのあり方を勉強させてもらっています。特に東南アジアで が日常生活にしみ込んでいるあり様は圧巻です。そういう国々では、何か善いことをして「功徳を積む」ということは、もうあま にも当たり前の考え方というか生き方になっているようです。仏教以外の宗教でも、それこそ人間生活のあるところでは世界中に「徳を積む」とか、積んだ功徳を「分け合う」とか誰かに「 げる」というか「廻向する」ということも当たり前におこなわれているのではないでしょうか。　
仏
教の日常生活としては功徳を積むことも積んだ功徳を他者に廻向することも当たり前に見


























さまざまな儀式を司祭して「お布施 というか「報酬」を得ていました。出家のバラモンたちは、 王家や長者などの施主に対して、 さまざまな種類の儀式をおこない、 それによって徳を積み、その徳を何かのために「廻向」しま ょうという、現在の大方の宗教に共通に見ら る儀式をおこなってい した。王家に対しては主に国家鎮護 儀式を、裕福な家庭 対しては誕生祭、結婚際、家の新築祭、もちろん葬儀などなど、さまざ なシチュエーションに応じ バラモンたちが独自に式次第を定め、その次第に則って儀式を施主たちがおこなうことを勧め、実際にバラモンたちが司祭して儀式を執行していました。　
バ
ラモンたちは施主になれる資格にも口を出します。国の儀式なら国王が施主。これは分か




式の次第をバラモンたちは事細かく決めて、その上、その式次第を定めた、最初は口誦で伝えられたテキスト（ヴェーダなど）を門外不出にして、自分たちバラモン階級にだけ儀式執行とその「報酬」を受ける権利があると定めました。えらく高飛車なのですが、 どういうわけか、 徐々にそれをインドの他の「カースト」の人々にも納得させ いったようです。　
そのバラモンたちが、
釈尊の時代にも、 「長男なら先祖のためにこういう供養をしなさい」と
か、 「あなたの家が繁栄するようにバラモンたち お布施しましょう」などという儀式をいろいろやっていました。そうすれば功徳が得られるということは、バラモンだけでなく施主にも、共通認識ができてい です。自分への廻向　
し
かし、いろいろな儀式をつくったそのバラモンたちは、自分の儀式によって生じた功徳を
他者に廻向して「心のおすそわけ」をすることまでは考えが及ば かったかも れ せん。　
一
つ、例をあげます。現在あるリグ、ヤジュル、サーマ、アタルヴァという四種類のヴェー





うちの一つ、 『ヤジュル・ヴェーダ』のなかの「マイトラーヤニー・サンヒター」に、 「私が徳を積む先祖供養祭（シュラッダ）の効力（功徳）は、 他者ではなく私自身にもたらされるように」と、せっかく積んだ功徳を他者に廻向したくないような表現が出 きます。ちょっと長いですが、和訳と、続く和訳者の解釈を引用します。私が注目する場所に下線を引いています。






祭られた ［祭式の効力］ はやって来るのだ。別 ある者の下に従属すること な （
[pa_
nam
ati ） 。それ故、 「
H
ot3 祭官」選びが行われている時に、 言う（唱える）べきである： 「父
























あるいは、 うがった見方をすれば、 他者への廻向が考慮されていないのではなく、 むしろ逆に、
せっかく自分がつくった功徳が他者に移行して自分のものにならないのは困る、きちんと自分（だけ）のためになるように、と願っているのかもしれません。 「私の祭式の効力は他者ではなく私自身にもたらされるように」というふうに祈っているとすれば、功徳が先祖とか他者にもたらされるという可能性 前提になっているのかもしれません。つまり 私が祭式をおこなって功徳というか「効力」をつくったのだけど、そ 「効力が私でなく先祖とはいえ他者に移って自分にせっかくの効力がもたらされなくなるのは嫌だ」ということがここに含意されているかもしれません。その場合は、 むしろ廻向が前提になっている、 あるいは、 功徳とか善行為の「効力」というものは、広ま のが前提になっているのではないかと 考えられます。せっかくの自分の「効力」が他者にまで拡散されるのは困る。きちんと（来世の？）自分にだけ届け というのは、ぼんやりしていると功徳が他人にまで広がってしまうとい こ が前提 なっているようにも読めます。　
ま
た、これは次の例とも重なりますが、ここまで熱心に自分の「祭式の効力」が自分にだけ





のかは分かりません。少なくとも聖典は 「バラモン教」 のものと違います。バラモンたちはヴェーダやウパニシャッドなどの門外不出の自分たちだけの聖典に依っていましたが、現代のヒンドゥ教では『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』などの物語が「聖典」になっているようです。また「ヒンドゥ教」と言いながらも実態はさまざま 「宗派」に分かれていて、お互いに別の宗教ではない というほど違います。変幻自在のインドの神のどれか一つ キャラクター、シヴァとかヴィシュヌなどを一つ選んで、例えばシヴァ派 シヴァ を、というふう 各宗派の主神として祀っているようです。　
同
じような現象は仏教でも見られます。釈尊の教えに基づく仏教からいつの間にか大乗 経
典」があちこちで制作され、各大乗「経典 に基づく大乗諸宗派が現れ、同じブッダ（覚者）ながら別キャラクターの大日如来と 阿弥陀如来な を各宗派で本尊としている です。　
宗
派は分かれても、功徳や廻向という、より日常的な宗教観念 対する見方はあまり変わり



















































も悪徳もそこに保管され、それが不滅のまま来世まで持ち越すのかもしれません。しかしそうすると、 「我」がどこにあるのか、未だに発見されていないのです。そのへんは何とも言えませんが、それにしても、本来清らかなはずの「我」が功徳や悪徳 よってより清まったり汚れたりするのもおかしな話です。本当は 功徳とは何かということを、釈尊のように厳密に調べていないだけではないかと思います。　
ま
た、原先生は述べていませんが、功徳が物質ならば、それを他者に廻向すれば、その分だ
け自分の功徳の貯蓄が減ることになると考えているであろうと想定でき す。もう少し時代が下りますと、ヒンドゥ教では仏教のような心に刻まれる業としての功徳ではなく、こうい 「物質的な功徳」 う観念 逆により明確になってきます。シヴァ教獣主派の例（紀元七世紀）　
シ
ヴァ教といいますか、ヒンドゥ教の一派で、シヴァ神を祭る宗派の中にさらに派が分かれ



























ヒンドゥ教では、徳を積むと自分のものになるという自業自得だけの可能性も考えてはいるようですが、それよりも、なんとなく功徳や悪 がお互 に移行 ると考えているような面もあるよ 。　
自




























ます。土に染み込んだり川から海に流れたり、いろいろな他の要素が水に溶け込んだりして分解されたりまた水になった して（火元素のはたらきで）絶えず別のものに変わっていき、また蒸発して（風元素が強くなり）空に昇ります。そういう物質のサイクルを、因果によって変化生滅し続け いる物質の因果と捉えています。物質の世界にも偶然とか突然変異というものはなくて、必ず、原因があって結果があると見るのです。それは心という 意思 はたらく「行為と結果」ではないので業の法則とは呼ばないので が、物質の因果法則 のです。　
も
う一つは、心の因果です。心が永遠不滅の魂とか我などというものではなく、一瞬ごとに






います）が混ざって、喜怒哀楽や貪瞋痴、智慧や慈悲 ど どれかが含まれています。心を生まれさせる「意思」も、心の要素「心所」の一つで、これは つも心に含まれていま 。認識
106
するはたらきだけの純粋な心だけが生じることはないとさえ、 仏教では言います。心は混じりっ気なしの純水のようには存在できない。心だけでは生滅を繰り返すことはできないのです。心には必ず何らかの心所（感情）が混ざって、最低限、生きた 、生まれたいという「意思」が混ざって、生まれます。しかも他の「 所」もいろいろ混ざるので 心の様相はコロコロ変化するのです。　
心
の生滅も因果法則です。これは物質の因果と違って、心が自分ではたらいて生滅を繰り返






方です。心を生まれさせている原因 、ありていに言えば 「死にたくない 生きていたい」と
107
いう意思なのです。釈尊が世界で初めて発見したのですが、諸行無常・生まれたもの（行）はすべて（諸）無常 すぐに死にます。しかし心は死にたくないので、死ぬときに「生きたい。まだ死にたくない」と心の断末魔を叫びます。その力（意思）でまた生まれるのです。しかし心はすぐに死にます。死ぬとき また慌てて「生きたい。まだ死にたくない」と心（意思）が叫びます。それでまた生まれます。そうやってきりがないほど生 れて、しかしすぐに死ぬ、しかしすぐに生 れる連続が続 ています。　
日
常生活では気づきにくいかもしれません。しかし身体も一緒に死ぬ臨終のときには、はっ
きり分かります。心がものすごく泣き叫んで「死にたくない。まだ て たい」と悲鳴を上げるのです。それでも身体が死んだら、心は今度は別の身体 必死につくります そ 生れ変わり・輪廻です。本当は一瞬ごと 生滅を繰り返して輪廻し続けているのですが、本人にありありと分かるのは、身体も一緒に死んでし ったときです。　
心
も生滅を繰り返す因果の連続なのですが、物質の生滅のように「崩れました」とか「流れ




新たにさまざまな業をつくっていますので、業はおよそなくなりません。むしろ増えていきます。しかし古い業はどんどん結果を出して消えていき、新た 業をどんど つくるので、業の質を変えることはできます。心が徐々に善い方向に変われば、その結果たる業も徐々に善いものに変わっていくのです。人間に生まれた業は死ぬまで一生続き 途中で鳥や天人に変わるなどということがな ように、身体の特質などの 一生涯変わりにくいものが多いですが、心はコロコロ変わります。業もけっこう変えら ます。業は宿命論ではありません。　
自
分の行為の結果（業）を自分で受けながら、その業にも影響されつつ他の縁にも反応しつ
つ新たに行為を続けて業をつくり続けている で、業は結果が出れば消えるのですが、新たにつくる方が多くて、きりがありません。業の総量はきりがありませんが、その質を変えることはできます。身・語・意の行為（因）が善か悪かで果（業）も善か悪か決 ります。善業の場合は、功徳とも言います。悪業は悪徳とも言い 業は必ず自分（というか「自分」 心の連続）に刻まれ ので、 「自分」の行為に無責任になるの 危険なことです。身体 、言葉で心で善行為をして功徳（善業）を貯めた方が業の質が善いも が増 るので　
固定した我のような自分ではありませんが、
業は「無間」の心の生滅の中で連続しますから、

























ジャーヌッソーニさんに教えた内容にも含まれ います。自分が善行為を 生じた功徳を他者に「廻向する」とか「あげる」というのは、他者にただお知らせ いるだけです。その影響を受け取るかどうかは、相手次第なのです。そして 功徳を「受け取る」とはどういうことでしょうか。これも後で検討する『餓鬼事』で明らかにできると思 ます。心と物質は相互に影響し合う　
釈
尊は心（行為と結果＝業）の因果と、物質が変化生滅する因果を別々に見ています。もち
ろん、物質と心はまったく別ものである 、物質と心の二元論 世界を分類しています。 かしややこしいことに、心と物質は、心と心と同様に、お互い （縁）を与え合　
物
質が心に影響を与えるこ は体験的によく分かります。湿度が高くて蒸し暑いと、仕事を





意思で身体という物質を変えています。もっと分かりやすい常識的なところを言いますと、建物や道路を造ったり橋を架けたり川 流れを変えたりという物質を使って物質に影響を与えるその 質を動かす行為は、心がやっ るのです。農作業や林業もそうです。　
そして心は、
先にも見たように、 他の生命（心）にも影響を与えることができます。もちろん、















































た通りに儀式をおこなうのですが、 「そうやってお供え物をしたり、儀式が終わったらそれを燃やして先祖界にいるはずの先祖に送ったりして るつもりにな るけど、そういう布施を先祖は本当に受け取るのだろうか？」とジャーヌッソーニさんは自信がなくなったのです。答えがわからないので、釈尊に問うた 。　
釈
尊に尋ねたということは、かなり重要なことです。儀式の作法をあれこれ決めて、それを








だったということもあるでしょう。バラモンたちも、世界 他 どの地域のどの宗教でも、輪廻のことをある程度説いてはいまし が、その内容たるや、漠然とこの世 先祖界 二種類くらいしか想定していませんでした。そ いうバラモンに、 ず 輪廻の境涯は五種類だと教えなければならなかったのです。　
釈
尊が輪廻のしくみを解明する前から、インドでは生命が生死を繰り返して輪廻するのでは





来世で地獄に行っている人がいます。地獄の生命には、 布施は助けになりません」 で終わりです。地獄は、悪業がひど過ぎ 、助けを求める暇さえもなく常に苦しみに苛まれている世界で、人間界から功徳廻向を て助け あげたくても、他者からの救いを受け取る余地もない す。　
地獄と同様の説明で、
畜生道にも「布施は助けになりません」 。こちらは次の人間界と同じで、












み入れています。バラモンたちは施主の先祖供養をとにかく大事にしたいだけ のですが、釈尊は「あなた方 布施をして功徳を誰かにあげたいのであれば、餓鬼 は受け取ってもらえるかもしれないからやる価値はあります」と言うのです。ここにカラクリがありまして、パーリ語では先祖というか死者一般も、 餓鬼道の餓鬼も同じく 「ペータ







祭）が不十分というか そ 効果に当たり外れがあることになってしまいます。ジャーヌッソーニさんもそれに気づ て、 「しかし、もし先祖がその餓鬼道にい かっ らどうなるのでしょうか？」と尋ねます。　
釈尊は、
「特定の親族以外にも、餓鬼道には必ず誰か、無限の輪廻のなかの自分の親族がいま





しれません。その前には地獄に落ちていたかもしれません。餓鬼だったかもしれません。人間だったかもしれません。そういう輪廻を繰り返す中で、生まれた先々で家族がいて親族がいます。無限の輪廻です。過去世のどれだけの輪廻 なかをたど ても どり切れ いほどの輪廻ですから、 「その輪廻のなかでは、すべ 生命 中で私の家族・親族でな った人は誰一人もいませんよ」と釈尊が別のところ 言っています。　
つ
まり、 「あなた方が特定の直近の先祖のためになるようにと供養や儀式をやっていますが、
本来、先祖とは、無限の輪廻 中では れほど広 世界 ことですよ」と言っ い のです。バラモン青年の気持ちを損なわないようにしながら、結局は特定の先祖よりは無限の輪廻の中の先祖、つまり「一切衆生のために 向したらよいです。誰か受け取ってくれる生命が必ずいますから」と教えているのです。　
しかし、
シュラッダ（祖霊祭）の効果はあるのかどうか、 まだ疑問に思っていたジャーヌッソー





な悪業や善業を繰り返して悪いところに行ったり、善いところに行ったりしているなかで、餓鬼界だけ空っぽということはあり得ません。先祖といっても現世だけの先祖ではな のですから、あなたの先祖の中でも誰か 必ず餓鬼界にいるから布施は無駄になりませんよ。しかも、万が一 餓鬼道が空っぽだった も、先祖のためにお と う善いことをしたのだ らその功徳は ものです。決して無駄にはなりませんよ」 と、 そこまで教えてあげるのです。　
例
えば、道端のお地蔵さんに千円札をお布施しようとして置いた途端に風で飛んでいってし












関して話しています。他の長老方 るいは信者さんたちが、幽霊に出会っ いろいろ対話をしたお話を集めたもので 幽霊に関するお経ですが、日本の怪談みたいな怖がらせるお話ではなく、実際、全然怖くないです。　
幽
霊が唐突に縁ある人間の前に現れるのですが、何を言うかといいますと、たいがいは「私




















されています。阿修羅を餓鬼（幽霊） 含めたり、天人に含めたり、阿修羅と て別に出したりして、 餓鬼や天人に含めたときには「五道輪廻」 、 別にし ら「六道輪廻」です。釈尊は「五道輪廻」と言っていたのですが、後に、阿修羅が別に立てら て「六道輪廻」になっています。いずれにしても、 『餓鬼事』では「五（六）道輪廻」が事実とし 前提され います。　
そ
の餓鬼という生命は、前世の苦しみの結果を受けて、その苦しみの世界 いる間に悪業を




えることができません。 「喉が渇いて困っているんです」と言う幽霊が出てきたので、 「では、あなたに水を飲ませてあげます」と、 川の水を汲んで飲ませようとする話もありますが、 映画『パイレーツ・オブ・カリビアン』のように 飲もうとしたらダバダバと喉からこぼれていってしまうのです。口から入れたのに、水が喉を通ってお腹に入っていかない。水を飲むことができないのです。　
そ
の理屈は書いてないのですが、幽霊（餓鬼）がそこにいるように見えても、人間界の人間
とは構成物質が違いますから、見える人はいるかもしれませんが、物質を直接あげても、人間界の物質を幽霊（餓鬼）が飲んだり食べ りすることはできない です。ですから、お墓や仏壇にお供えものをしても、ご先祖が夜中にこっそり食べに来ると うこ はないわけです。食べものや飲みものは直接には届きません。心というか 功徳をあげるとい ことがポイントです。『餓鬼事』全編の中、釈尊自身の偈は第一、 四、 五話だけ　
功
徳を廻向して餓鬼を救うしくみがどういうふうになっているかと言いますと、釈尊自身が
説いている「偈【げ】 」は、第一話、第四話、第五話の三つだけな ですが、その三つにだけなんとか功徳廻向のしくみが分かるだけ 説明があります。　
第
一話で、 「施物（お布施される物） 、施主（お布施する人） 、受け手（お布施を受ける相手）
125
がそろって布施行がおこなわれるとき、それは先亡者（亡くなった人）のためにもなり、施主のためにもなる」と説かれています。ですから、 「おそらく誰か亡くなった人のためにお布 をした でしょうけれども、もちろんそれは亡くなった人のためになります」と、釈尊はまず認めています。先亡者へのお布施（功徳廻向）は役に立つのです。　
その上、
「誰かのためにお布施をしたのだから、自分の手元には功徳は残らない」ではなくて、
「当然、自分のためにもなっています」と明言しています。品物のように、お米を一升用意して、「これをあなたにあげます」と言ってあげたら、自分の手元にお米は残りませんが、相手にあげた分だけ自分の分は減るのですが、功徳廻向というか「功徳をあげる」ということは、そういう物質の移行・移譲で ないということはわかります。誰かのために何かをやってあげたけれども、それは相手のた にもなっていて しかも自分のためにもなるのです。行為と結果（業）ですから 自 の持ち物はなく っても、行為とその結果はなくなら い　
第
四話でも似たようなことが説かれています。ここでは功徳廻向は、餓鬼だけでなく先に亡




































も自業自得の法則を破ることにはなりません」と、まず、後のお坊様がはっきりと註釈しています。そして、 「自業自得の法則を破るのではなく 餓鬼のために布施された施物は、餓鬼が善行為を るため 『縁』にな です」と説明されています。　
こ
れが業としてはものすごくややこしいわけです。仏教では一方で、自業自得、自分がやっ
たことの結果は自分に返ってきて 他者に移ることはないと断固として言う ですが、ものごとは因と果だけの単純な一対一対応 はないのです。自分が何かやる きには、必ず他者に影響を与えたり、自分自身も他者や他の物事から 影響をいつも受けながら何かをやっているのです。周りの人や物事とお互いに縁になったり、縁を受けたりして、その上で自業自得をやっているのです。だから因果関係も かりにくくなっても ごくややこしいので　
私
が山口県のお寺で一人でこんな偉そうなことを言っていても、仏さまは聞いてくださるか























































教のものにどうにかして分けようとしますが、 それはやめたほう いいです 大乗仏教と 小乗」仏教といいますか部派仏教というものは、少 く も日常の信者さんの生活にとってはあまり関係なかったのではないかと思 。　
お
坊さんにとっては 戒律をしっかり守らなければならないのが部派仏教といいますか「小





なさい」という政府の指令が出ると、お坊さんたちもそれに乗ってしまい、出家の正式なお坊さんはほとんど なくなってしまったのですが、それでも仏教は何とか だ生き残っています。なぜかと言えば、いろいろ 信者さんが、お坊さんのレベルは下がっても、お寺やお坊さんにお布施し続けて、現在でも支えているからです。お坊さんのほうはどうであれ、信者さんにとっては、功徳を積むこ にあまり区別はなかっただろうという気はします。　
実
際に、碑文を読んでみましても大乗・小乗の区別はつきません。しかも、ショペン先生が

















ら、紀元前三世紀頃の碑文の最初期のも からもう廻向 文言が見られるのは当たり前でしょう。実際に出てきています。一方、大 が世に現 たのは紀元前後 から、大乗よりはるか前に、功徳廻向の観念はインド中 伝わって たと言えるでしょう。誰 伝えたかと言えば、バラモンたちでは頼りないので 「小乗」という パーリ語で説かれている経典に見られるとおり、釈尊や弟子の比丘たちが教えたというこ になり　
し
かも、紀元前三世紀はス ランカに、そして、東南アジアにも 小乗」仏教が届き始める






























ても自分から他者にではなく、あくまで自分から自分になのですが、世俗的な善行為だけれども、その功徳を出世間の悟りの方向に持ち上げて自分の悟りの糧にしますという考え方がチラチラと見えます。もちろん廻向というよりは誓願 す。です ら のタイプの「廻向」は、大乗特有の思想ではない しょうか。　
も
う一つの、②「自分の功徳を他者の利益に振り向けるという普通の功徳廻向は、大乗にも























為をしてその功徳を他者というか一切衆生 廻向している文言が見られます。漢訳『妙法蓮華経』では、梵天たちが自分たちの楼閣をブッダに寄進して、 「願わくば、この功徳を以て、普く一切［衆生］に及ぼし、我ら（梵天たち）と と、みな共に仏道を成ぜん」となっています。これは明らかに、桜部先生の分類の②、自分の善行為 よる功徳を他者・一切衆生に廻向する功徳廻向で
す（７）
。ただしサンスクリット原典にはこの偈の前半部がなく、功徳廻向しているのか














えません。そしてもっと大事なことですが、この「随喜」で他者の功徳を「もらう」とまでは読み取れないと思いますが、万が一、実際にもらっているつもりなら、 「般若経」では自業自得の法則が崩 て 「他業自得」 を説いているということになってしまいます。実際には 「随喜する」とだけ言っていて、功徳を「 らう」かのようにも見えますが、そこまで詳しく説かれていないだけなのです。　
現
在の東南アジアやスリランカでは、 「随喜」もたくさんやります。 「私の功徳をあなたにあ
げます」という「功徳廻向」と「あなたの功徳 私にください／私がもら ます」と う「功徳随喜」は、受 手と与え手が本来いつもセットになっ ますので 「もらう ということはせこい話ではな のです。自分だけ功徳廻向して他者 あげるばかりで、 「他者からもらうのは要りません」などと遠慮する必要はないのです。　「あなたは善いことをしましたね。
あなたの功徳を私にもちょうだい。私も随喜します」 と言っ























































kathqvatthu ） 』という書物には、 『餓鬼事』の第五話と第一〇話を例に挙げて、物が実際に餓鬼


















心は身体をつくります。身体の機能、感覚器官や運動機能が心に影響を与えることもあります。心は認識というはたらきだけで 認識とは、眼耳鼻舌身意、眼と耳と鼻と味わう、身体に触れる触覚、それ 心の六種類だけなのですが、その認識・感覚と それに影響されて起こる感情や思考はもちろん、言葉や身体でおこなう行為も まず心がはたらいてからやっているので、心のはたらきです。今 私が話して音を出しているのは、 何か考え 、身体を使って意思表示をしているわけです。 であっ も、あれこれ身体を動かしているのも すべて心が何か指令を出 ますの 、心が物質を動かしているわけです。釈尊 経典の随所で説い いたそのような法則が、一応、アビダルマで分類されています。　
行
為や言葉には物質的要素と心の要素がありますので、物質的要素は物質の因果法則で動い
ていますが、それ 起こさせた 行為の結果というものは心の因果法則で いています。れぞれ、心は心で、物質は物質で、無間（間を置かずにいつも隙間なく）に 刹那生滅（生まれては消える）を繰り返しています。　
し
かし、私がこう説明していることも、経典やアビダルマの説を受け売りしているだけで、



















心は物質を通してのみ物質や他者の心を認識します。心 他者 心を、直接認識することはできないのです。必ず物質的要素が入ってきて、心が物質を揺らして、それを媒介（縁）にして認識するのです。自分の心の連続だけは自分の心だけで認識できます。今の心が一瞬ですぐ死んでしまいますから、そ ショック 間違いなく次の心が生まれてしまうのです。ほぼ同じ記憶（業）を持ったまま　
し
かし、他者の心も、物質も、心は眼耳鼻舌身意の特に最初の物質的な五官を通して認識し
ているのです。 「世界」を認識している も、眼耳鼻舌身 五官です。意（心）は、入ってきた情報に基づいて考えたり感情 つくったりしていま 。意（心）は直接「世界」と接 ているのではありません。五官から入る認識を意（心）があらためて認識し い だけです。　
誰
かの「心」を理解 ているつもりでも、その誰かが発した声を聞き、その内容を判断し、
挙動を観察して、相手 「心」を理解した もりになっ るだけです。すべて五官の情報に基づいてこちらの心が推測し いるに過ぎません　「無
色界梵天」という生命がいるらしいです。あまりにも深い禅定に入って、身体さえ忘れ
148
てしまい、身体とか物質はまったく必要ないということで、 「心だけで生きている生命がいる」と仏教では言います。それが無色界梵天です。その心だけで生きている生命は、いるのです 、その生命をこちらが見つけることはできないのです。身体とか物質がな ので、探しようがないのです。もちろん 向こう らもこちらというか外界のことは分かりません。眼耳鼻舌身がないので、見えません。聞こえません。匂いも味も分 らず、触れることもできないの す。分かるはずがありません。　
何
かいるはずなのに、心だけではアクセスできないのです。その無色界梵天自身は、自分の
心だけで生きて て 自分の心だけで生滅を連続して、心だけで元気に生きているのです。その梵天も他の 命がいるかどうかもわからない、他の生命もその梵天にアクセスできないそうです。理由は全く仏典に書いてないの すが、スリランカ上座仏教 長老 日本で永く活動されているスマナサーラ長老による 、 「身体 ない＝五官がな の から、向こうからも ちらからも認識できるわ ないでしょう」 う とだそうです。　
功
徳廻向も、何か善行為をするときはまず心が善に揺れて、その心で言葉や身体を善に揺ら







もしれません。朝起きると、いつもうちの家の前まできれいにしてある。同じアパートの誰かがやっているのだろうけれどもわからない。ある朝、いつもよりかなり早く起きてみたら、隣のおばあちゃんが掃除をしてくれていた。 「あなたがやっていたんですか。いつもあ がとうございます」 。 「いやいや、私は暇だか 、年寄りで朝早く目が覚めるから、用もないからやっているだけで よ」 。 「そうでしたか。健康にも いし、人のためにもなるし、一石二鳥ですね」という話に広がるでしょう。　
気
付いて、初めて誰かが善いことをしたこともわかるのです。それを素直に喜んだら、気付




違いますが、まだ身体があるのです。テレビの心霊番組などでは、 「気持ちが悪いね。変な匂いがするね」とか 「音がしたね」とか、 「温度が下がったようだ」とか感じられるほど、幽霊もそれなりの物質は持っているらしいです。ですから、たまには見ることもできると。そういう物質というか身体のようなもの あるから、 「功徳を廻向して助けてほしい」など 、なんとなく意思疎通 できる場合もあるのです。　
そ
ういう餓鬼が「助けてくれ」と言うときにも、私が何か善いことをして、 「これはあなた
のためですよ」 、そこまでやらないと何かが変わらないみたいです。功徳廻向は心でおこう行為です。功徳随喜も心だけ って るはずですが、それがお互いにわかるのは、やはり「あげます」 「廻向します」 「あなたに指定します」などと言葉などで意思表示するからなのです。意思表示までしてはじめて「廻向」したと言え す。　
人
間同士なら、功徳廻向しなくても、他人の善行為をたまたま見ていたり話に聞いただけで
も分かります。廻向されな ても他人の功徳（善行為）を随喜 ることは きます。しかし動物は、善行為を見ても聞い もたぶん意味 分からないでしょう。わざ ざあなたのためだよと言って やっと分かるかどうか しょう。餓鬼もそのく い心が弱いのでしょう 自分のために功徳廻向されないと、随喜でき いのだと思 ます。　
人
間同士の場合は、それぞれ身体の物質は持っているし、心はそ ぞれ動いている。お互い













いのですが、 逆に考えてみますと、 結局、 どこの世界でも「善いこ をして徳を積もう とか「徳
152
を分け合おう」などという観念がありますから、偉そうに「仏教が発見したんだよ」と言わなくても、宗教者でなくとも誰にでも何となく、 「助けてあげる。助けてもらう」の思考がもともと全世界にあったのかもしれません。このあたりは私の範囲を超えますので、来週以降 講座に参加して学んでもら しかありません。　
現
実に、われわれはどうやってうまく生きているかといいますと、要らぬことを考えずに素
直にやりましょうということです。 「私の功徳だから人にはあげないよ」と言っても無理なのです。自分が何か善いこ をして、それを隠していたくても、誰かが見ていたらバレてしまいます。 「あなた、 すごいですね」と評価 てもらったら、 「し った。私の功徳が減るか しれ いなんて慌てなくてもいいのです。 「まあ、頑張りましたよ あなたにもこの功徳をあげますよ」ぐらい言ったほうがいいです。相手がその功徳を喜ぶかどうかは別にして、自分 善行為を他者（ひと）に手向ける自分のそ 心が、さらに善行為になっているのです。　
他者（ひと）が何か善いことをしたときには、
「あなたの功徳を私にちょうだい」とまで言っ
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